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▲12月23日（土）は、

　祝日のため休館です。

☆�お知らせ☆

☆募　集☆

ブラウンベア読み聞かせ会（えいご）

　12月12日（火）10：30～

うさぎのおやこ読み聞かせ会

　12月26日（火）10：30～

エトワールの会読み聞かせ会

　12月17日（日）10：30～

ブラウンベア読み聞かせ会（えいご）

　12月16日（土）13：30～

◎新着図書案内◎

◎生涯学習館の読み聞かせ会◎

●0・1・2・3歳対象

●幼児～小学生低学年対象

●小学生対象
NEW

大石・河口 火・木曜日 ３時～６時

９時～５時

１２月１９日（火）

１２月１３日・２７日（水）月～金曜日上九一色

開館日 開館時間 読み聞かせ会 １６:３０～

12月の分館の予定

0555-73-1212　　　　　　　0555-73-1358
http://www.fujikawaguchiko.ed.jp　　　 Library@fujukawaguchiko.ed.jp

問い合わせ／生涯学習館

　１１月５日（日）「いきいき　みんなのまちの誕生日イベント」にて、図書館友の

会（渡辺松雄会長）により、第１５回古本市が開催されました。晴天の中、会場は

とても賑わい、収益38、531円を資料購入費として寄付していただきました。生

涯学習館では、新しい資料を購入し、利用者の皆様に提供していきます。

　また、古本市の会場のでは、「紅葉のしおり」を作る体験コーナーを設置し、大

勢の子供達がオリジナルの「しおり」を作成しました。

　中央公民館ホールの催しでは、生涯学習館の出し物として、読み聞かせ・

人形劇・児童劇などを開催し、秋のひととき、おはなしの世界を楽しみました。

★古本市と親子で楽しむおはなしの会★★古本市と親子で楽しむおはなしの会★★古本市と親子で楽しむおはなしの会★

★年末年始の休館★★年末年始の休館★★年末年始の休館★

１２月２８日（木）～１月４日（木）

　この期間は年末年始の為、休館します。

尚、新年は、１月５日（金）より開館しますのでご利用下さい。

日　程：1月12日（金）1：00～4：00

対　象：小学生

定　員：20名（定員になり次第締め切ります。）

場　所：中央公民館　調理室

参加費：100円

　子供たちに人気の本「ばばばーちゃんシリーズ」

の中から、「むしぱん」を作ります。みんなで楽しく

おやつを作りましょう。

　申し込みが必要です。

　参加希望の方は、生涯学習館までお願いします。

●馬琴の嫁／郡ようこ　○どれくらいの愛情／白石一文

●水辺にて／梨木香歩　○腐蝕生保　上・下／高杉良

●ヘンリエッタ／中山咲　○北前船の事件／平岩弓枝

●サルビアの記憶／海老沢泰久　○愛と癒しと殺

人に欠けた小説集／伊井直行　●公園／荻世いをら

★ばばばーちゃん
の

　　　お料理教室
！！★

★ばばばーちゃん
の

　　　お料理教室
！！★

●むしぱん　の巻●

１２月２８日（木）～１月４日（木）はお休みです。

新年の開館は、

開館します。

大石・河口：1月9日（火）より

上九一色：1月5日（金）より
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社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

　
富
士
桜
（
本
町
二
丁
目
・
七
軒
町
一
丁

目
・
七
軒
町
二
丁
目
・
七
軒
町
中
）
並
び

に
、
ス
バ
ル
（
富
士
見
町
一
丁
目
・
市
道

町
）
で
は
、
区
長
、
自
治
会
長
、
民
生
児

童
委
員
、
福
祉
委
員
が
連
携
し
て
、
『
富

士
桜
・
ス
バ
ル
い
き
い
き
会
』
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

　
11
月
23
日
（
木
）
、
七
軒
町
二
丁
目
公

民
館
に
、
75
歳
以
上
の
方
を
招
き
、
ど
ん

な
こ
と
を
希
望
す
る
か
直
接
伺
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
健
康
科

学
大
学
の
渡
辺
先

生
並
び
に
、
学
生

さ
ん
4
名
に
も
、

お
い
で
い
た
だ
き
、

体
に
や
さ
し
い
体

操
の
ご
指
導
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
区
長
、

自
治
会
長
も
お
祝
い
に
か
け
つ
け
、総
勢
34
名

が
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
「
孫
み
た
い
な
学
生
さ
ん
か

ら
教
え
て
も
ら
い
若
い
気
持
ち
に
な
れ
て
よ

か
っ
た
。今
後
と
も
、こ
の
よ
う
な
会
を
開
い

て
ほ
し
い
。」
と
感
想
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
船
津
地
区
の
小
地
域
福
祉
活
動
推
進
は
、

「
ひ
ば
り
区
」
「
湖
南
区
」
に
続
き
３
箇

所
目
。

　
町
内
の
視
覚
障
害
者
か
ら
、
富
士
急
行

（
株
）
へ
、「
河
口
湖
駅
が
新
し
く
な
り
、
バ
ス

停
の
位
置
も
変
わ
っ
た
の
で
、
番
線
と
行

き
先
を
点
字
表
示
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望

し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
度
、
渡
辺
勝
栄
管
理

駅
長
さ
ん
の
立
会
い
の
も
と
、
バ
ス
停
６

箇
所
に
点
字
表
示
シ
ー
ル
が
貼
り
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
視
覚
障
害
の
方
は
、
「
こ
れ
か
ら
は
、

安
心
し
て
バ
ス
に
乗
れ
ま
す
。
で
も
、
前

の
時
も
点
字
表
示
シ
ー
ル
を
は
が
さ
れ
た

の
で
、
今
度
は
、
い
た
ず
ら
に
、
は
が
さ

な
い
で
下
さ
い
。
お
願
い
。
」
と
切
実
に

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
12
月
29
日
（
金
）
～
１
月
３
日
（
水
）

ま
で
、船
津
温
泉
休
業
施
設（
芙
蓉
の
湯
）並

び
に
高
齢
者
体
力
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

（
健
康
プ
ラ
ザ
）は
、年
末
年
始
休
業
に
な
り

ま
す
。
送
迎
バ
ス
も
休
業
に
な
り
ま
す
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

芙
蓉
の
湯
・
健
康
プ
ラ
ザ
送
迎
バ
ス

年
末
年
始
休
業
に
つ
い
て

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

～
近
隣
同
士
で
支
え
合
う

　
　
　
小
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
～

船
津
地
区
　
富
士
桜
・
ス
バ
ル
区

『
富
士
桜
・
ス
バ
ル
い
き
い
き
会
』

船
津
地
区
　
富
士
桜
・
ス
バ
ル
区

『
富
士
桜
・
ス
バ
ル
い
き
い
き
会
』

船
津
地
区
　
富
士
桜
・
ス
バ
ル
区

『
富
士
桜
・
ス
バ
ル
い
き
い
き
会
』

～
み
な
さ
ん
へ
お
願
い
。
点
字
表
示

　
シ
ー
ル
を
は
が
さ
な
い
で
下
さ
い
～

～
視
覚
障
害
の
方
、
ご
利
用
下
さ
い
～

河
口
湖
駅
の
バ
ス
停
に

　
　
番
線
、
行
き
先
を
点
字
表
示
。

河
口
湖
駅
の
バ
ス
停
に

　
　
番
線
、
行
き
先
を
点
字
表
示
。

河
口
湖
駅
の
バ
ス
停
に

　
　
番
線
、
行
き
先
を
点
字
表
示
。

町立美術館だより

「第８回富士山写真大賞展」は

　　　　　　１月１日から４月１日まで開催！
　今回で８回目になる富士山写真大賞には、全国の31都道府県からより約1400点の

作品（応募人数454人）が寄せられました。本展はその中から厳正な審査によって選

出された入選作100点を展示しています。様々な角度、様々な気象条件によって美し

く表情を変化させる富士の姿をご覧いただけます。

金　賞　　　　「彩　雲」　　　　　　　　　朝霧高原　　　　　　　川口　芳郎 (静岡県)

銀　賞　　　　「朝陽に萌」　　　　　　　　大蔵高丸(白谷丸)　　　小野るり子 (静岡県)　　

銅　賞　　　　「春の風」　　　　　　　　　富士宮市大中里　　　　松山二三二 (静岡県)　

入選と特別賞　「緑　雲」　　　　　　　　　猪之頭林道　　　　　　田所　　猛 (千葉県)　　　

入選と特別賞　「釣れた！」　　　　　　 　　山中湖　　　　　　　　山本　環子 (滋賀県)

入選と特別賞　「レンズ雲と三日月の競演」　富士宮市人穴　　　　　佐野　達次 (静岡県)　

入選と特別賞　「輝く草原」　　　　　　　　富士河口湖町富士ヶ嶺　岡部　信雄 (大阪府)　

入選と特別賞　「乙ケ妻の桜」　　　　　　　山梨市牧丘　　　　　　竹内　　義 (千葉県)　　

入選と特別賞　「満月の輝き」　　　　　　　御殿場市　　　　　　　山村　光子 (神奈川県)　

バス停の行き先
方面の下に、
透明の点字表示
シールが貼って
あります。ココ!

「彩　雲」

「春の風」

「朝陽に萌」
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女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

思
い
は
地
球
規
模
　
行
動
は
足
元
か
ら

元
祖
環
境
漫
才

林
家
ラ
イ
ス
・
か
れ
ー
子
さ
ん
の
講
演
を
聞
い
て

～
今
が
一
番
、生
涯
青
春
～

～
環
境
問
題
・
ま
ず
は
身
近
な
ト
コ
ロ
か
ら
～

～
笑
い
は
最
高
の
家
庭
円
満
の
秘
訣
～

～
笑
い
と
涙
の
ガ
ン
バ
リ
人
生
～

　
『
明
る
く
、
元
気
に
、
一
生
懸
命
』
故
林
家
三
平
師
匠

の
遺
言
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
林
家
一
門
の
テ
ー

マ
と
な
り
『
明
る
く
、
元
気
に
、
一
生
懸
命
』
に
環
境
問

題
や
、
ま
た
林
家
ラ
イ
ス
家
の

男
女
共
同
参
画
へ
の
取
り
組

み
方
に
つ
い
て
、
1
時
間
30
分

と
い
う
長
い
時
間
に
わ
た
り

軽
妙
な
夫
婦
漫
才
と
し
て
お

話
し
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
と
て
も
心
に
響
い

た
も
の
３
点
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
年
齢
に
は
、
戸
籍
年
齢
・
肉
体
年
齢
・
精
神
年
齢
の
３

通
り
が
あ
り
ま
す
。
年
齢
と
共
に
輝
き
を
増
し
て
い
く

こ
と
が
出
来
、
充
実
感
を
味
わ
え
る
精
神
年
齢
は
老
い

る
こ
と
が
な
い
。
夢
と
希
望
が
あ
る
限
り
そ
れ
は
青
春

で
す
。
今
が
一
番
若
く
、
今
い
る
場
所
が
一
番
幸
せ
な

場
所
、
年
齢
に
関
係
な
く
生
き
る
人
間
と
し
て
の
価
値

を
夫
婦
で
再
認
識
し
な
が
ら
多
く
の
講
演
を
さ
れ
て

き
た
そ
う
で
す
。

　
『
家
庭
の
冷
蔵
庫
に
あ
る
２
本
の
牛
乳
、
賞
味
期
限

の
新
し
い
ほ
う
と
古
い
ほ
う
、
ど
ち
ら
か
ら
消
費
し
ま

す
か
？
』
会
場
内
で
多
く
の
皆
さ
ん
が
古
い
ほ
う
か
ら

消
費
す
る
と
の
回
答
で
し
た
。

　
『
で
は
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
に
で
は
ど
ち
ら
の
方
を

買
い
求
め
ま
す
か
？
』
今
度
の
回
答
は
、
新
し
い
方
を

購
入
す
る
と
い
う
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

あ
れ
？
？
と
気
づ
か
さ
れ
た
一
瞬
!
で
し
た
。
そ
う
い

っ
た
自
己
中
心
的
な
行
動
が
大
量
廃
棄
や
ご
み
問
題

へ
と
大
き
く
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し

た
。

　
家
庭
内
で
笑
い
が
な
い
と
、
色
々
な
問
題
を
引
き
起

こ
し
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
る
と
の
こ
と
。
相
手
を

思
い
や
り
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
率
先
し
て
行
動

し
、
相
手
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
、
自
分
の
幸
せ

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
毎
日
一
緒
の
時
間
が
多
い
お
二
人
の
仲
む
つ
ま
じ

い
様
子
が
そ
の
言
葉
の
意
味
を
じ
か
に
感
じ
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
中
学
卒
業
後
、
色
々
な
職
を
転
々
と
し
た
後
、
林
家

三
平
の
門
を
叩
い
た
と
の
こ
と
、
そ
の
時
は
貧
困
の
ど

ん
底
で
、
な
ん
と
か
食
べ
れ
る
道
を
、
と
の
決
意
を
胸

に
入
門
し
た
そ
う
で
す
。
と
て
も
厳
し
い
毎
日
の
修
行

の
生
活
を
明
る
く
励
ま
し
て
く
れ
た
の
が
、
現
在
舞
台

を
共
に
踏
ん
で
い
る
林
家
か
れ
ー
子
さ
ん
だ
そ
う
で

す
。
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
な
ら
ず
、
林
家
ラ
イ
ス

か
れ
ー
子
も
一
日
に
し
て
な
ら
ず
！
！
互
い
の
努
力

が
支
え
と
な
り
、
夫
婦
漫
才
と
し
て
日
々
多
忙
に
活
躍

さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

　　
元
気
に
１
時
間
半
の
漫
才
を
終
え
て
と
う
に
還
暦

を
迎
え
ら
れ
て
い
る
お
二
人
と
は
思
え
ぬ
パ
ワ
フ
ル

な
舞
台
に
時
間
を
忘
れ
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

環
境
問
題
や
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
も
す
ん
な

り
と
、
そ
ん
な
に
堅
く
難
し
い
取
り
組
み
で
は
な
い
よ

う
で
す
。

　
命
の
尊
さ
や
人
へ
の
思
い
や
り
の
心
が
あ
れ
ば
環

境
問
題
と
男
女
共
同
参
画
社
会
も
す
ん
な
り
と
ク
リ

ア
し
て
い
け
そ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　　 

男
女
共
同
参
画
推
進
リ
ー
ダ
ー
　
　
渡
辺
　
順
子

　
富
士
河
口
湖
町
に
お
い
て
は
日
本
を
代
表
と
す
る
国
際
観

光
地
で
あ
り
な
が
ら
、
幹
線
道
路
沿
い
に
お
け
る
看
板
類
の
乱

立
、
周
囲
の
景
観
と
調
和
し
な
い
建
築
物
や
工
作
物
の
増
加
、

開
発
に
よ
る
緑
の
減
少
と
い
っ
た
景
観
上
の
問
題
点
が
多
く

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
町
に
お
い
て
「
景
観
全
般
に
お
け
る
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
が
存
在
し
な
い
こ
と
や
、
「
景
観
に
対
す
る
認
識
の

低
さ
」
な
ど
様
々
な
要
因
が
あ
り
ま
す
。
町
の
良
好
な
自
然
や

す
ば
ら
し
い
景
観
は
大
き
な
財
産
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
配
慮
し

た
美
し
い
街
並
み
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
町
の
大

き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
当
町
で
は
平
成
１
６
年
度
よ
り
景
観
法
に
基
づ

く
「
景
観
計
画
」
及
び
「
景
観
条
例
」
の
制
定
に
向
け
て
住
民
の

方
々
と
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
等
を
行
い
現
在
に
お
け
る
本
町

の
景
観
面
で
の
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
、
ま
た
、
促
進
す
べ
き
と

こ
ろ
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
に
お
い
て
は
有
識
者
、
住
民
の
方
々
等
か
ら
な
る

「
景
観
計
画
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
「
景
観
計
画
、
景
観
条
例
の
素
案
」
に
つ
い
て
審
議
を
行

っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
今
後
、
広
報
等
に
て
随
時
の
景
観
計
画

及
び
景
観
条
例
の
案
等
の
内
容
に
つ
い
て

公
表
い
た
し
ま
す
の
で
多
く
の
皆
様
か
ら

ご
意
見
を
頂
戴
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

景
観
法
と
は
・
・
・

　
都
市
、
農
山
漁
村
等
に
お
け
る
良
好
な
景
観
の
形
成
を
図
る

た
め
、
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
基
本
理
念
及
び
国
等
の

責
務
を
定
め
る
と
と
も
に
、
景
観
計
画
の
策
定
、
景
観
計
画
区

域
、
景
観
地
区
等
に
お
け
る
良
好
な
景
観
の
形
成
の
た
め
の
規

制
、
景
観
整
備
機
構
に
よ
る
支
援
等
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
我

が
国
で
初
め
て
の
景
観
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
法
律
で
す
。

●
問
合
先

　
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係
　
℡
72-

１
９
７
6

「
景
観
計
画
・
景
観
条
例
」
の
策
定
に
つ
い
て 



広
報
富
士
河
口
湖

　
２６

　聞いた事はあるけれど・・・?　実際どのようなことがエコツーリズムなのか知っている方は少ないのではないで

しょうか。エコツーリズムとは自然環境や歴史文化の保全を対象とし、それらを体験し、学ぶとともに自然環境や

歴史文化の保全に責任を持つ観光のあり方です。

　そこで、富士河口湖町観光連盟では、エコツーリズムの推進に取り組むことを目的とした、エコツーリズム研究

会を平成18年3月に発足いたしました。

　また、本研究会では、活動の一環としてエコツーリズムに活かせそうな地域の素材を収集するとともに、エコツ

ーリズムに関する活動内容などを紹介した事例集を作成することといたしました。事例集作成に伴い、町民の皆さ

んにご協力いただき、地域の環境、自然、歴史、文化、食材、とっておきの景勝地など、後世に残していかなければな

らない観光資源の情報をご紹介していただきたくお願い申し上げます。　　私たちの取り組みを通して多くの方

にエコツーリズムを知っていただき、富士河口湖町の新たな魅力を発見していただけたら嬉しく思います。是非た

くさんの情報をお待ちしております。

情報提供につきましては下記事項を記入してFAXまたはメールにてお願い致します。
また、可能な限り写真の提供をお願い致します。

●FAX  0555-72-2817　　Mail  kanko@town.fujikawaguchiko.lg.jp　　

●お問合せは　富士河口湖町観光連盟まで ( 72-3168 )

=エコツーリズム情報の提供についてお願い=

皆さんエコツーリズムをご存知ですか?

★情報提供者氏名・連絡先

★エコツーリズム素材 (環境、自然、歴史、文化、食材など)

★エコツーリズム事例の概要・体験例など (出来るだけ具体的に)

★エコツーリズム素材についてのお問い合わせ先

(例)・地元の食材を利用した特徴的な食べ物　　　　・歴史ある地域のお祭り
　  ・地元でこんな体験ができる　　　　　　　　　・環境に配慮した取り組みなど
　  ・この季節になるとこんな植物、動物が見られる

(例)・地元食材を使った料理方法　　　・地域のお祭りについての歴史など
　  ・体験内容(料金)　　　　　　　　 ・環境に配慮した取り組み内容

(例)・エコツーリズムに取り組んでいる団体名・お問合せ先
　  ・情報提供いただいた内容について詳しい方の連絡先

皆さんのお宅に眠っている「お雛さま」をお譲りください。 

　来年、町では新しいイベント「ウィンターフェスティバル」を1月１３日から３

月21日までの６８日間実施します。既存のイベント「冬花火湖上の舞、氷まつり」

に加え、湖上及び湖畔イルミネーションの装飾や大池公園内に大型テントの催し会

場を設置して、正月遊びや餅つき、巨大団子花や特産品販売など行います。

　国内外の観光客に日本の冬を楽しんでいただくために、会場内を正月、小正月、

雛祭りなどの日本の風情をかもし出すため、大型テント内に「お雛さま」を展示することとなりました。

それに伴い、町では無償で提供していただけるお雛さまを探しています。お雛さまをお譲りしていただけ

る方は町役場観光課まで連絡してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●町役場観光課（TEL７２－３１６８）
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募
　
　
集

　■
募
　
集
　
年
長
園
児
か
ら
小
学
生
ま
で
の
親
子

■
練
習
日
　
毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
７
時
15
分
～
午
後
８
時
15
分

　
※
12
月
～
２
月
ま
で
は
体
験
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
先
　
０
９
０-

３
０
８-

２
２
８
６
１
（
大
下
）

　■
募
　
集
　
老
若
男
女
　
年
齢
問
わ
ず

■
練
習
日
　
毎
週
月
曜
日
　
午
後
７
時
～
午
後
10
時

　
　
　
　
　
（
遠
征
前
は
金
曜
も
あ
り
ま
す
）

●
問
合
せ
先

　h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
1
5
.
p
l
a
l
a
.
o
r
.
j
p
/
m
a
i
z
a
k
u
r
a

　
高
木
氏
よ
り
和
紙
の
野
菜
作
り
、
ま
た
お
時
間
の
あ

る
方
は
野
菜
の
干
支(

亥)

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
　
時
　
12
月
16
日(

土)

午
後
２
時
～
　
赤
か
ぶ

　
　
　 

 

12
月
17
日(

日)

午
後
２
時
～
　
き
ゅ
う
り
　

■
講
習
料
　
材
料
費
込
み
で
5
0
0
円

　
　
　
　
　
ハ
サ
ミ
な
ど
道
具
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
予
約
・
問
合
せ
　
紙
わ
ら
べ
の
蔵
（
℡
72-

６
２
３
３
）

第
１
回 

１
月
15
日(

月)

「
ま
ず
は
お
金
に
つ
い
て
学
ぼ 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
う
！
」
日
本
銀
行
甲
府
支
店
見
学

第
２
回 

１
月
30
日(

火)

「
老
後
に
備
え
る
資
産
対
策
」

第
３
回 

２
月
６
日(

火
「
老
後
の
生
活
を
考
え
よ
う
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
金
制
度
に
つ
い
て
～
」)

■
時
　
間
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
会
　
場
　
第
１
回
　
日
本
銀
行
甲
府
支
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　(

甲
府
市
中
央
１-

１
１-

３
１)

第
２
・
３
回
男
女
共
同
推
進
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　 

(

ぴ
ゅ
あ
総
合)

(

甲
府
市
朝
気
１-

２-

２)

■
講
　
師
　
山
田
　
一
朗
　

　
　
　
　
　
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
《
第
２
・
３
回
》

■
応
募
要
領
　
定
員
30
名(

先
着
順)

※
３
回
参
加
で
き
る
方
を
優
先
し
ま
す
。
郵
便
ハ
ガ
キ

　
又
はFax

で
、
①
住
所
、
②
氏
名
、
③
年
齢
、
④
職
業
、

　
⑤
電
話
番
号
、
⑥
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
何
で
知
っ
た
か
、

　
を
明
記
の
上
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
後
日
参
加
証

　
を
郵
送
致
し
ま
す
。

　(

宛
先)

　
〒4

0
0
-
0
0
3
2
 

甲
府
市
中
央
1-

11-

31

　
　
山
梨
県
金
融
広
報
委
員
会｢

知
る
ぽ
る
と
塾
③｣

係

　(
F
A
X
)
 

０
５
５-

２
２
０-

１
０
７
３

■
応
募
締
切
　
平
成
19
年
１
月
９
日(

火)

●
問
合
先
　
山
梨
県
金
融
広
報
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　(

日
本
銀
行
甲
府
支
店
内)

℡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
2
7-
2
4
1
9

●
主
　
催
　
山
梨
県
金
融
広
報
委
員
会

　
　
　
　
　(

愛
称:

マ
ネ
ー
情
報
知
る
ぽ
る
と)

　
　
　
　
　U

R
L
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
3
.
b
o
j
.
o
r
.
j
p
/
k
o
f
u
/

　
自
宅
学
習
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
高
校
を
卒
業
で
き
る

の
が
、
通
信
制
高
校
で
す
。
勉
強
す
る
内
容
は
全
日
制
・

定
時
制
と
同
じ
で
す
。
卒
業
を
目
的
に
入
学
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特
定
の
科
目
だ
け
勉
強
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

■
募
集
人
員
　
普
通
科
　
１
０
０
名

■
募
集
要
項
及
び
出
願
書
類
の
配
布

　
平
成
19
年
１
月
10
日(

水)

か
ら
中
央
高
校
事
務
室
に

　
て
配
布
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
　
３
月
１
日(

木)

～
３
月
30
日(

金)

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　(

詳
細
は
募
集
要
項
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。)

■
出
願
資
格

　(

１)

中
学
校
を
卒
業
し
た
人(

卒
業
見
込
み
も
含
む)

　(

２)

高
等
学
校
へ
の
再
入
学
を
希
望
す
る
人

　(

３)

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
県
内
在
住
の
人

　
　
　 

 

に
限
り
ま
す
。

■
入
学
選
抜
方
法
　
書
類
及
び
面
接
に
よ
り
ま
す
。

■
経
　
費

　(

１)

１
年
間(

入
学
年
次)

に
必
要
な
学
費(

入
学
金
・

　
　
　 

 

授
業
料
・
教
科
書
代
等)

は
約
３
万
円
で
す
。

　(

２)

就
職
し
て
い
る
人
に
は
教
科
書
が
無
償
で
給
与

　
　
　 

 

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
出
願
及
び
問
い
合
わ
せ
場
所

　
山
梨
県
中
央
高
等
学
校
　
通
信
制

　
甲
府
市
飯
田
５
丁
目
６
番
２
３
号

 
 

℡(

０
５
５)

２
２
６-

４
４
１
１(

代
表)

　
　
　
　
　 

 

２
２
６-

４
４
１
２(

通
信
制
直
通)

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
（
２
回
目
）
　

『
イ
ベ
ン
ト
サ
ー
ク
ル
き
っ
ず
ふ
じ
や
ま
』

　
　
３
期
生
募
集

知
る
ぽ
る
と
塾
″受
講
者
募
集
！

　
　
老
後
の
生
活
を
考
え
よ
う 

[

全
３
回]

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
踊
っ
て
み
よ
う
よ
！

騒
ぎ
好
き
！
踊
り
好
き
！
飲
み
会
好
き
！
の

　
　
　
　
　
　
　
　
「
よ
さ
こ
い
」
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
い
っ
し
ょ
に
踊
っ
て
み
よ
う
よ
！

＝
紙
わ
ら
べ
の
蔵
＝
　
ミ
ニ
講
習
会
の
お
知
ら
せ

『
木
の
花
　
舞
桜
』
参
加
者
募
集

中
央
高
校
通
信
制
　
生
徒
募
集
案
内

在
職
者
訓
練



広
報
富
士
河
口
湖

　
２８

お
知

ら
せ

＝
コ
ー
ラ
ス
は
ハ
ッ
ピ
ー
タ
イ
ム
＝

コ
ー
ロ
河
口
湖
創
立
15
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

■
日
　
程
　
平
成
19
年
３
月
上
旬
（
６
日
間
）

■
時
　
間
　
午
後
６
時
～
９
時
　
■
定
　
員
　
20
名

■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

■
対
象
者
　
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
文
書
作
成
の
出
来 

　
　
　
　
　
る
方
。

■
受
付
開
始
　
平
成
19
年
１
月
４
日
（
木
）

●
受
付
・
問
合
せ
　
都
留
高
等
技
術
専
門
高

　
　
〒4

0
2
-
0
0
0
6

　
都
留
市
小
形
山
１
番
地

　
　
　
　
　
　
　t

e
l

０
５
５
４(

43)

８
９
１
１

　
　
　
　
　
　
　f

a
x

０
５
５
４(

43)

８
９
１
２

※
申
し
込
み
はf

a
x

も
可(

規
定
用
紙
を
請
求
下
さ
い)

。

　
但
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
平
成
19
年
１
月
１
日
～
３
日
ま
で
の
３
日
間
は
休
業

と
い
た
し
ま
す
。
４
日
以
降
の
火
葬
予
約
は
、
１
月
１

日
～
３
日
の
間
も
各
市
町
村
役
場
で
受
付
し
て
お
り
ま

す
。
　
　

　
な
お
、
斎
場
受
付
の
み
、
３
日
午
前
８
時
30
分
よ
り

富
士
五
湖
聖
苑
で
行
な
い
ま
す
。

■
日
　
時
　
12
月
16
日
（
土
）
開
場
　
午
後
２
時
　

■
場
　
所
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
さ
く
や
ホ
ー
ル

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
①
四
季
の
お
も
じ
で
ー
中
田
喜
直
作
品
集
よ
り
ー

　
②
ぼ
く
の
た
か
ら
も
ん
‐
こ
ど
も
た
め
の
合
唱
曲

　
③
た
か
な
る
調
べ
に
ー
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱

　
④
川
の
流
れ
の
よ
う
に
ー
美
空
ひ
ば
り
作
品
集
よ
り

■
入
場
無
料

　
　
指
　
揮
　
渡
辺
公
男
　
ピ
ア
ノ
　
倍
田
敏
江

　
ソ
プ
ラ
ノ
　
渡
辺
　
司

●
問
合
先
　
篠
原
（
℡
72-

１
９
２
５
）

　
借
金
問
題(

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
消
費
者
金
融
な
ど
多
重
債

務)

・
成
年
後
見(

高
齢
者
問
題
・
遺
言
・
相
続)

で
困
っ

て
い
る
方
の
た
め
の
無
料
法
律
相
談
会
で
す
。(

要
予
約)

■
日
　
時
　
12
月
16
日
（
土
）
午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所
　
富
士
吉
田
市
民
会
館
　
４
階

●
予
約
・
問
合
先
：
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　(

℡
０
５
５-

２
５
３-

２
３
７
６)

　
県
で
は
、
平
成
19
年
4
月
か
ら
小
中
学
校
へ
入
進
学

す
る
児
童
が
お
ら
れ
る
方
に
、
入
学
す
る
た
め
の
支
度

金
を
支
給
し
ま
す
。

【
受
給
資
格
】

　
平
成
19
年
1
月
1
日
現
在
で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
山
梨
県
内
に
在
住
し
て
い
る
こ
と
。

・
平
成
19
年
4
月
に
小
中
学
校
へ
入
進
学
す
る
児
童
と

　
生
計
を
同
一
と
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
で
あ
る
こ

　
と
。

・
平
成
18
年
度
（
平
成
17
年
分
）
の
所
得
税
が
非
課
税

　
の
世
帯
で
あ
る
こ
と
。

・
生
活
保
護
の
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と
。

【
支
給
額
】
　
　
児
童
一
人
に
つ
き
、
一
万
円

【
提
出
書
類
】
　
支
給
申
請
書
、
各
種
添
付
書
類

【
提
出
期
限
】
　
平
成
19
年
1
月
31
日
（
水
）

●
問
合
・
提
出
先

　
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
児
童
生
保
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
24
‐
９
０
４
２

　
県
で
は
、
心
身
障
害
者
に
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
を

行
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
助
成
請
求
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
受
付
日
を
確
認
の
う
え
最
寄
り
の
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
来
場
で
き
な
い
方
は
、
締
め

切
り
日
ま
で
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
説
明
及
び
請
求
書
は
市
町
村
役
場
障
害
福
祉

の
窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

■
受
付
日

・
1
月
10
日
（
水
）
富
士
吉
田
合
同
庁
舎
　
　
　

・
1
月
17
日
（
水
）
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　

・
1
月
24
日
（
水
）
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
（
都
留
市
）

・
1
月
25
日
（
木
）
富
士
吉
田
合
同
庁
舎
　
　
　

■
時
　
間
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

■
郵
送
の
締
切
日
　
1
月
25
日
（
木
）
消
印
有
効

●
問
合
せ
・
郵
送
先
　
富
士
吉
田
市
上
吉
田
１-

２-

５

　
　
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
℡
24-

9
0
3
2
）

 
 
 

富
士
・
東
部
保
健
所
で
は
12
月
１
日
を
中
心
に
エ
イ

ズ
に
関
す
る
正
し
い
知
識
等
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
等

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
主
題

　
「L

i
v
i
n
g
 
T
o
g
e
t
h
e
r

　
～
私
に
で
き
る
こ
と
～
」

富
士
五
湖
聖
苑
　
年
始
休
業
に
つ
い
て

借
金
問
題
相
談
会
の
お
知
ら
せ

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
様
へ

自
動
車
燃
料
費
助
成
の
申
請
に
つ
い
て

12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
で
す
。



広
報
富
士
河
口
湖

　
２９

戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る

　
　
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

＝（
財
）
日
本
中
毒
情
報
セ
ン
タ
ー
＝

　
一
般
市
民
向
け
受
診
相
談
の
無
料
化
に
つ
い
て

　
保
健
所
で
の
エ
イ
ズ
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
相
談
・
検
査
に
つ

い
て
感
染
の
心
配
や
不
安
の
あ
る
方
は
、
夜
間
相
談
・

即
日
検
査
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
（
指
定
日
）
匿
名
・
無

料
で
実
施
し
ま
す
。
予
約
制
で
す
の
で
事
前
に
連
絡
し

て
下
さ
い
。

●
富
士
・
東
部
保
健
所
　
地
域
保
健
課
（
℡
24
‐
9
0
3
5
）

　
こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く
方
々
の
た
め
に
、

「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
」
と
い
う
法
律
に
よ
り
国

が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。
事
業
主
の
方
々
は
、
現

場
で
働
く
労
働
者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た
日
数
に
応
じ

て
掛
け
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
事
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退

職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職

金
制
度
で
す
。

■
加
入
で
き
る
事
業
主
　
建
設
業
を
営
む
方

■
対
象
と
な
る
労
働
者
　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

■
掛
　
金
　
日
額
３
１
０
円

●
特
徴

　
◎
国
の
制
度
な
の
で
安
全
・
確
実
・
申
し
込
み
手
続

　
　
き
は
簡
単
で
す
。

　
◎
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
◎
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

　
◎
掛
け
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
法
人
は

　
　
損
金
・
個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税

　
　
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

　
◎
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業
間
を
通
算

　
　
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
へ
よ
う
こ
そ
」
に
、
退
職

金
の
試
算
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
請
求
等
、
建
退
共
制
度
の

知
り
た
い
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ア
ク
セ

ス
し
て
ご
覧
下
さ
い
！
！

　
ア
ド
レ
ス

　h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
e
n
t
a
i
k
y
o
.
t
a
i
s
y
o
k
u
k
i
n
.
g
o
.
j
p
/

●
詳
し
い
事
は
、
も
よ
り
の
建
退
共
支
部
へ
お
問
い
合

　
わ
せ
下
さ
い
。

　
〒4

0
0
-
0
0
3
1

　
甲
府
市
丸
の
内
1-

14-

19

　
　
　
　
　
　
　
　
山
梨
支
部
　
山
梨
県
建
設
会
館
内

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
2
1-

0
0
7
0

◇
平
成
18
年
５
月
に
国
債
の
最
終
償
還
を
迎
え
た
方

■
戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
の
継
続
支
給

　
　
戦
傷
病
者
で
あ
る
夫
が
、
平
成
18
年
10
月
1
日
に
、

　
増
加
恩
給
、
傷
病
年
金
、
特
例
傷
病
恩
給
、
傷
害
年

　
金
等
を
受
け
て
い
る
場
合
に
、
そ
の
妻
に
支
給
さ
れ

　
ま
す
。

■
戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
へ
の
移
行

　
　
戦
傷
病
者
で
あ
る
夫
が
、
不
幸
に
し
て
平
成
５
年

　
４
月
１
日(

又
は
平
成
８
年
10
月
１
日)

以
降
平
成
15

　
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
公
務
傷
病
や
勤
務
関
連
傷
病

　
で
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
そ
の
妻
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
の
特
例
支
給

　
　
戦
傷
病
者
で
あ
る
夫
が
、
不
幸
に
し
て
平
成
５
年

　
４
月
１
日(

又
は
平
成
８
年
10
月
１
日)

以
降
平
成
15

　
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
一
般
の
怪
我
や
病
気
で
亡
く

　
な
ら
れ
た(

平
病
死
し
た)
場
合
、
そ
の
妻
に
支
給
さ

　
れ
ま
す
。

◇
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月
１
日
の

　
間
に
新
た
に
戦
傷
病
者
の
妻
に
な
っ
た
方

■
戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
の
新
規
支
給

　
　
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月
１
日
ま

　
で
の
間
に
、
夫
が
戦
傷
病
者
と
し
て
増
加
恩
給
、
傷

　
病
年
金
、
特
例
傷
病
恩
給
、
傷
害
年
金
等
の
受
給
権

　
を
取
得
し
た
場
合
に
、
そ
の
妻
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
ま
た
、
こ
の
期
間
に
戦
傷
病
者
と
し
て
こ
れ
ら
の

　
年
金
給
付
を
受
け
て
い
る
者
と
結
婚
を
し
た
妻
に
も

　
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
請
求
期
限
　
平
成
21
年
９
月
30
日

●
問
合
わ
せ
先
　
県
国
保
援
護
課

　
　
　
　
　
　
　(

℡
0
5
5-

2
2
3-

1
4
5
4)

　
　
　
富
士
河
口
湖
町
役
場
福
祉
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　(

℡
72-

6
0
2
8)

 

（
財
）
日
本
中
毒
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
科
学
物
質
（
家

庭
用
品
、
医
薬
品
、
農
薬
な
ど
を
含
む
）
及
び
動
植
物

の
毒
に
起
こ
る
急
性
の
中
毒
に
つ
い
て
、
応
急
処
置
な

ど
の
緊
急
情
報
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情

報
に
つ
い
て
、
本
年
９
月
９
日
か
ら
一
般
市
民
に
対
し

て
無
料
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
医
師
及

び
医
療
機
関
の
皆
様
は
、
医
療
機
関
専
用
電
話
（
有
料

税
込
み
２
千
円
）
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

●
つ
く
ば
中
毒1

1
0

番
　

　
　
　
℡
0
2
9
‐
8
5
2
‐
9
9
9
9

　
　
　
　
（
3
6
5
日
、
９
時
～
21
時
対
応
）
　

●
大
阪
中
毒1

1
0

番
　

　
　
　
℡
0
7
2
‐
7
2
7
‐
2
4
9
9

　
　
　
　
（
3
6
5
日
、
24
時
間
対
応
）

●
た
ば
こ
専
用
電
話
　

　
　
　
℡
0
7
2
‐
7
2
6
‐
9
9
2
2

　
　
　
　
（
テ
ー
プ
に
よ
る
情
報
提
供
・
24
時
間
対
応
）

※
通
話
料
は
相
談
者
の
負
担
で
す
。

　
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

t
t
p
://www.j-poison-ic.or.jp

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度


